
「ビジネス基礎」年間学習計画（シラバス）
流通ビジネス研究委員会

教　　 科 学　　 科 学　　 年 類　　 型 ホ＝ 単位数

商　　 業 商　　 業 1 2

使用教科書 ビジネス基礎 （一橋出版）

副　 教　 材 全商商業経済検定模擬試験問題集、全商珠算電卓実務検定模擬試験問題集

準　 備　 物 教科書、ノート、問題集

1　授業の概要

○　商業を学ぶ目的と学び方、学習分野について理解するとともに、経済生活とビジネスに関する知

識を身に付けます。

○　ビジネスと流通活動に関する基礎的な知識を習得するとともに、売買計算に関する知識と技術を

習得します。

○　ビジネスで外国人と接する場合のあいさつなど、よく用いられる簡単な英会話を習得します。

2　学習目標

○　ビジネスに関する基礎的な知識と技術を習得し、経済社会の一員としての望ましい心構えを身に

付けるとともに、ビジネスの諸活動に適切に対応できる能力と態度を習得します。

○　商業を学ぶ目的や学び方、卒業後の進路などについて主体的に考え、意識を深めます。

3　学習の心得

○　主体的な学び方や生涯にわたり専門的な能力が向上していくことが自信となり、生きる力になる

ことを理解しながら取り組みましょう。

○　自分自身の主体的な学習能力の必要性を自覚しながら取り組みましょう。

○　より専門的な学習に発展していけるよう、意欲を持って取り組みましょう。

4　学習評価と評価方法

観　　 点 観　 点　 の　 内　 容 評価方法

①関心 ・意欲 ・態度

ビジネスの諸活動に広く関心を持ち、その意識や役割 学習状況

の理解及び諸問題の解決を目指 して、主体的に学習に取 課題 レポー ト

り組むことができる。 ロールプレーイング

②思考 ・判断

基本的な知識と技術を活用して適切に判断 し、創意工 課題 レポー ト

夫することができる。 ノー ト

③技能 ・表現

経済社会の一員としてビジネスの諸活動を適切に実践 ロールプレーイング

することができる。 ノー ト

全商検定試験

④知識 ・理解

ビジネスに関する基礎的 ・基本的な知識を身に付け、 ロールプレーイング

ビジネスの意義や役割を理解することができる。 全商検定試験

定期考査



5　学習計画

学

期

月

時

数

学　 習　 項　 目 学　 習　 内　 容

考

査

評 価 の 観 点

関心

意欲

思考

判断

技能

表現

知識

理解

第

1

学

期

4

月

2

2

1

第 1 章　 商業の学習ガイ ・商業 を学ぶ 目的 ・学び方につい

中

間

考

査

期

末

考

査

◎

○

○

○

◎

○

◎

◎

◎

○

○

◎

◎

○

◎

ダンス て学習 します。

第1 節　 商業を学ぶ目的 ・商業の学習内容の全体像 を把握

と学び方

第2 節 商業の学習分野

第 2 章 経済生活 とビジ

し、 4 つの学習分野 とその 目的と

す る能力、そ して 5 つの科 目の構

成 を学習 します。

・学習分野の決定は、将来の職業

と関係づけて行われ るべきである

ことを認識 します。

・生産 ・流通 ・消費 に関する諸活
ネス 動 を理解 させ、市場で価格が決定

第1 節　 ビジネスの役割 す ることを学習 します。

5

月

3

2

2

第 2 節 ビジネスの発展

第3 節 ビジネスに対す

・ビジネスの発展は、私たちの生

活 を豊かに していることを学習 し

ます。

・取引が地球規模で拡大 している

る心構えと理念

第3章 ビジネスと流通

ことや情報ネ ッ トワークの普及 が

社会 を変革 していることに注 目し

ます。

・ビジネス社会では、主体性 を持

ち自己責任 の原則に立ち、独創性

を発揮す ることが必要であること

を学習 します。

・起業家精神が求められてい るこ

とを学習 します。

・今 日の経済社会で、生産の高度

活動 化やサー ビスの経済化 ・国際化 ・

第1 節　 経済活動と流通 情報化な ど、流通をとりま く変化

2 第 2 節 流通の意義と役　割 について学習 します。 ○ ◎

◎

○

○

6

月

2

3

第 3 節　 売買業者のビジ ・流通経路 を理解 した上で、取引

ネス

第4 節 流通活動とマー

流通 ・物的流通についても学習 し

ノます。
・小売商 ・卸売商の機能、種類 に

ケイテング ついて学習 します。

・マーケテイングの概念を理解 し
消費者志向、社会利益志向につい

て考えます。

7

月

4

第 4 章 企業組織 とビジ　ネスの担当者

・企業の種類を学習 します。

第1 節　 ビジネス活動と ・地元企業に関するレポー トを作

企業 成 します。

時数合計
23



学

期

月

時

数

学　 習　 項　 目 学　 習　 内　 容

考

査

評 価 の 観 点

関心

意欲

思考

判断

技能

表現

知識

理解

第

2

学

期

9

月

8 第 2 節　 ビジネスの担当 ・メーカー ・物流 ・金融 ・保険 ・

中

間

考

査

期

末

考

査

○

○

○

○

◎

◎

◎

◎

○

◎

◎

○

◎

○

　 者

練習課題

情報通信 ・サー ビス業者の しくみ

や種類について学習 します。

10

月

3

3

2

第 5 章　 ビジネス と売買 ・売買契約成立の手順について学

取引 習 します。

第1 節 売買取引の方法

第2 節 代金決済の方法

第3 節 電子商取引と代

・商品価格の決め方、代金 ・商品

の受け払いについて学習 します。

・売買に関する文書の必要性や作
成方法 を理解 します。

・インターネ ッ ト取引や電子マネ

金決済 ー、ク レジッ トカー ドについて学

習 します。

田

月

9 第 4 節　 売買に関する計 ・度量衡や貨幣の換算方法の必要

算 性 を理解 し、計算技術 を習得 しま

す。

・電卓やそろばんを利用 して計算

します。

・珠算電卓実務検定問題によって
計算技術を定着 させます。

・全商珠算電卓実務検定を受験 し

ます。

12

月

2

3

第 6 章　 外国人 との コミ ・英語 によるビジネスコミュニケ

ユニケーシ ョン

第 1節 コミュニケーシ

ーシ ョンの重要性 を理解 し、あい

さつの基本 を学習 します。

・基本的な言い回 しやアイ コンタ

ヨンを楽しむ

第2 節 よりよい理解の

ク ト、握手の仕方 などを、ロール

プ レーイングによって体験的に学

習 します。

・外国 との文化や習慣の違いを知

ために り、それを認 めた上でお互いを尊

重す る姿勢 を身に付けます。

時数合計 30



学

期

月

時

数

学　 習　 項　 目 学　 習　 内　 容

考

査

評 価 の 観 点

関心

意欲

思考

判断

技能

表現

知識

理解

第

3

学

期

1

月

6 第3節　 日常の会話 ・ロールプレーイングにより、英

語での表現が使えるレベルになる

よう練習をします。

学

年

末

考

査

○

○

○

◎

◎

◎

2

月

8 練習課題 ・全商商業経済検定に向け今まで

の学習の確認と定着を図ります。

・電話による会話ができるように
練習します。

・全商商業経済検定を受験します。

・県南電卓実務検定を受験します。

3

月

3 練習課題 ・デパー トでの接客に必要な会話

を学習します。

・レストランでの接客に必要な会
話を学習します。

時数合計 17


